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１　

派
遣
委
員

委
員
長
　
　
熊
　
野
　
主
　
税

副
委
員
長
　
澤
　
田
　
光
　
子

委
　
員
　
　
大
　
野
　
一
　
男

　
同
　
　
　
大
　
湯
　
圓
　
郷

　
同
　
　
　
内
　
田
　
尊
　
之

議
　
長
　
　
真
　
柄
　
克
　
紀

２　

日
程　

　
11
月
20
日
〜
22
日
（
３
日
間
）

３　

目
的

　
高
齢
化
が
進
む
状
況
に
お
い

て
、
総
合
的
な
福
祉
行
政
の
確
立

を
目
指
す
と
と
も
に
逼
迫
し
た
財

政
状
況
の
中
、
自
主
財
源
確
保
の

た
め
、
町
税
の
滞
納
を
減
ら
し
収

納
率
を
向
上
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ

う
な
施
策
が
必
要
か
道
内
先
進
地

を
調
査
・
視
察
す
る
。

◎
調
査
先

◇
十
勝
管
内
更
別
村
◇

１　

調
査
事
項

　
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
構
想
計
画
に
つ

い
て

⑴
計
画
の
目
的
と
位
置
づ
け

　
第
４
期
総
合
計
画
分
野
別
施
策

「
４
．
健
康
で
や
す
ら
ぎ
に
満
ち

た
む
ら
を
つ
く
る
」
に
位
置
づ
け

た
計
画
と
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
（
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
）

リ
＝
リ
ラ
ッ
ク
ス
：
だ
れ
も
が
居

住
で
き
、
く
つ
ろ
ぎ
と
癒
し
を
実

感
す
る
こ
と
。

ラ
＝
ラ
イ
フ
：
生
涯
に
わ
た
っ
て

地
域
社
会
と
関
わ
り
を
保
ち
、
生

活
感
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
送
れ
る
こ

と
。

ク
＝
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
：
人
間
の

も
つ
創
造
性
を
発
揮
し
、
人
生
に

輝
き
を
放
つ
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

⑵
基
本
理
念

　
大
切
な
ふ
る
さ
と
の
資
源
で
あ

る
自
然
環
境
や
景
観
の
保
全
に
取

り
組
み
自
然
と
共
生
し
た
豊
か
な

農
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と

で
潤
い
の
あ
る
快
適
な
生
活
・
居

住
環
境
を
創
造
し
、
村
民
や
地
域

が
い
き
い
き
と
輝
き
つ
づ
け
て
人

口
の
定
住
化
が
図
ら
れ
る
「
村
民

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
む
ら
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
て
い
る
。

⑶
基
本
方
針

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推

　
進

・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
浸

　
透

・
安
全
性
へ
の
配
慮

・
地
域
づ
く
り
や
む
ら
づ
く
り
へ

　
の
参
加

・
安
心
感
の
た
め
の
連
携

・
土
や
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

・
自
然
環
境
へ
の
配
慮

・
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
推
進

・
各
施
設
な
ど
の
特
性
へ
の
配
慮

・
周
辺
施
設
や
環
境
と
の
調
和

⑷
事
業
の
背
景
・
経
過
・
現
状
な

ど
①
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
整
備
用
地
５
９

７
３
３
㎡
の
内
訳
は
、
高
齢
者
福

祉
施
設
関
連
１
１
７
８
０
㎡
、
障

害
者
通
所
施
設
関
連
７
０
７
９
㎡

で
、
こ
の
２
施
設
の
用
地
は
施
設

設
置
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
が

取
得
。
残
り
の
４
０
８
７
４
㎡
の

用
地
は
村
が
取
得
。

　
基
盤
整
備
と
し
て
、
上
下
水

道
、
宅
地
造
成
、
道
路
整
備
、
駐

車
場
、
公
園
な
ど
を
整
備
し
た
。

②
高
齢
者
福
祉
施
設
、
障
害
者
通

所
施
設
関
連
の
運
営
は
、
社
会
福

祉
法
人
が
行
う
民
設
民
営
で
あ
る

が
、
全
体
事
業
費
約
６
億
円
の
う

ち
村
が
３
分
の
１
程
度
を
補
助
し

て
い
る
。

③
リ
ラ
ク
タ
ウ
ン
ゾ
ー
ン
内
に
宅

地
分
譲
地
を
設
け
た
理
由
は
、
既

存
の
宅
地
分
譲
用
地
が
少
な
く

な
っ
た
こ
と
と
、
施
設
職
員
や
村

内
事
業
所
勤
務
者
の
入
居
を
想
定

し
て
整
備
し
て
い
る
。

④
宅
地
分
譲
地
の
面
積
は
一
区
画

１
４
０
坪
か
ら
２
０
６
坪
と
広
め

と
な
っ
て
い
る
。
価
格
は
坪
当
た

り
１
７
８
５
１
円
か
ら
１
８
７
４

３
円
と
取
得
し
や
す
く
設
定
さ
れ

て
い
る
。

⑤
福
祉
の
里
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
在
宅
福
祉
の
充
実
を
柱
に
保

健
福
祉
医
療
の
連
携
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
保
健
福
祉
医
療
の
複

合
施
設
「
福
祉
の
里
総
合
セ
ン

タ
ー
」
を
整
備
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
が
一

体
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
で
、
住

民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
簡
素
化

に
繋
が
っ
て
い
る
。

⑥
人
口
推
計
で
は
、
極
端
な
人
口

減
が
見
ら
れ
ず
、
高
齢
化
率
も

20
％
台
で
推
移
し
て
い
る
要
因
と

し
て
は
、
農
業
後
継
者
の
定
住
化

対
策
と
と
も
に
、
新
卒
者
の
地
元

雇
用
対
策
と
し
て
、
新
規
高
卒
者

の
採
用
に
限
っ
て
月
額
１
人
に
対

し
７
万
円
を
限
度
に
助
成
し
て
い

る
。

２　

調
査
に
よ
る
考
察

　
施
策
の
具
体
的
な
整
備
計
画
を

み
る
と
、
福
祉
の
里
一
帯
に
特
養

や
授
産
施
設
、
交
流
施
設
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
保
健
・
福

祉
・
医
療
機
能
の
一
層
の
充
実
を

図
り
、
さ
ら
に
宅
地
分
譲
の
住
環

境
を
加
え
、「
だ
れ
も
が
安
心
し

て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
む

ら
づ
く
り
」
を
目
指
す
官
民
協
働

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
隣
接
す
る
「
保
健
・
福

祉
・
医
療
ゾ
ー
ン
」
に
お
い
て

は
、
施
設
の
複
合
化
が
な
さ
れ
、

福
祉
の
里
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
保

健
セ
ン
タ
ー
、
国
保
診
療
所
、
生

活
支
援
ハ
ウ
ス
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
保
健
・
福

祉
・
医
療
の
連
携
に
よ
り
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
保
健
・
福

祉
・
医
療
の
充
実
は
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
今
後
、
人
口
減
に
よ
る

地
域
社
会
の
在
り
方
を
考
え
る
と

き
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
機
能
に

定
住
対
策
を
加
え
た
取
り
組
み

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
考
え
る
。

◎
視
察
先

◇
十
勝
管
内
清
水
町
◇

１　

調
査
事
項

　
税
の
収
納
率
向
上
と
Ｉ
Ｔ
の
利

活
用
に
つ
い
て

⑴
町
税
収
納
事
務
方
針

　
税
務
行
政
は
、
適
正
な
賦
課
と

徴
収
を
担
保
と
し
た
税
負
担
の
公

平
性
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
職
員
は
そ
れ
を
使

命
と
し
効
率
的
か
つ
的
確
な
滞
納

整
理
を
行
い
、
納
税
者
間
の
不
公

平
性
の
是
正
、
自
主
財
源
の
安
定

的
な
確
保
を
図
る
一
方
、
自
主
納

税
の
確
立
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

　
平
成
23
年
度
に
お
い
て
は
、

「
清
水
町
町
税
滞
納
整
理
事
務
要

綱
」
に
よ
り
新
た
な
滞
納
を
生
じ

さ
せ
な
い
た
め
、
現
年
課
税
分
の

「
早
期
督
励
」
に
取
り
組
む
と
と

も
に
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、

実
態
調
査
に
併
せ
財
産
調
査
の
徹

底
を
図
り
適
切
な
判
断
を
行
い
、

次
に
掲
げ
る
目
標
収
納
率
を
確
保

す
る
と
し
て
い
る
。

⑵
収
納
業
務
執
行
計
画

①
進
行
管
理

　
個
々
の
滞
納
者
実
態
と
折
衝
経

過
を
分
析
し
、
滞
納
整
理
に
中
断

状
態
を
生
じ
さ
せ
た
り
同
一
の
対

応
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
早
期

完
結
を
目
標
に
段
階
に
応
じ
た
滞

納
整
理
を
行
う
。

　
月
別
目
標
値
を
設
定
し
、
進
捗

状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
適
宜

指
示
点
検
を
行
う
。

②
現
年
度
課
税
分
の
対
策

　
現
年
度
課
税
分
に
係
る
新
た
な

滞
納
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、
早

め
の
対
応
を
推
進
し
年
度
内
完
納

を
図
る
。

　
現
年
新
規
滞
納
者
で
あ
っ
て
も

約
束
不
履
行
を
繰
り
返
す
者
、
納

税
に
不
誠
実
な
者
に
つ
い
て
は
財

産
調
査
の
上
、
滞
納
処
分
を
執
行

す
る
。

　
ま
た
、
現
年
度
課
税
分
と
滞
納

繰
越
分
と
を
有
す
る
者
に
つ
い
て

は
、
現
年
度
課
税
分
の
年
度
内
完

納
を
優
先
さ
せ
る
と
と
も
に
滞
納

繰
越
分
に
つ
い
て
は
計
画
的
に
圧

縮
を
図
る
。

③
滞
納
事
案
へ
の
早
期
着
手
と
整

　

理
　
高
額
滞
納
者
及
び
悪
質
者
に
つ

い
て
は
、
納
付
・
滞
納
状
況
、
同

一
世
帯
の
滞
納
、
納
税
折
衝
経
過

等
の
分
析
に
早
期
着
手
し
、
効

率
・
効
果
的
督
励
を
図
る
。

④
研
修
の
充
実
・
職
員
の
資
質
向

　

上
　
自
主
財
源
確
保
と
い
う
課
題
に

向
け
、
徴
収
体
制
の
強
化
充
実
と

と
も
に
課
内
研
修
の
実
施
及
び
外

部
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
通

じ
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
。

２　

調
査
に
よ
る
考
察

　
清
水
町
で
は
、
毎
年
度
徴
税
収

納
事
務
方
針
を
定
め
、
収
納
率
の

向
上
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

全
職
員
が
一
丸
と
な
り
滞
納
者
の

と
こ
ろ
に
こ
ま
め
に
足
を
運
び
、

き
め
細
や
か
な
折
衝
に
力
を
入
れ

真
剣
な
る
徴
収
努
力
を
重
ね
て
い

る
。

　
新
た
な
試
み
で
は
収
納
率
の
向

上
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
平
成

19
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
も
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
税
務
機
関
や
団
体
が
行

う
研
修
会
や
滞
納
処
分
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
市
町
村
に
職
員
を

派
遣
し
研
修
す
る
な
ど
、
個
々
の

資
質
向
上
や
基
礎
知
識
を
高
め
る

た
め
鋭
意
努
力
し
て
い
る
よ
う
に

 

う
か
が
え
る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
徴
収
率
向
上

に
種
々
の
方
策
を
講
じ
て
い
る
と

評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
こ
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の

中
、
自
主
財
源
確
保
と
納
税
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
徴
収

は
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
職
員
の
資
質
向
上
は

も
と
よ
り
税
に
対
す
る
啓
発
、
納

税
思
想
の
普
及
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し
、

最
終
的
に
は
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
還
元
さ
れ
る
と
の
広
報
活

動
も
大
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

行
政
視
察
調
査
報
告

　
総
務
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
道
内
行
政
視
察
調

査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

民設民営老人福祉施設「コムニの里」町税の収納状況について説明を受ける

平成 23 年度目標収納率（不納欠損前）

区　分 現 年 度 滞 納 分

町 民 税 99.80（99.79） 15.00（10.36）

固 定 資 産 税 99.60（99.52） 10.00（7.56）

軽 自 動 車 税 99.81（99.8） 10.00（1.52）

国民健康保険税 99.34（99.33） 25.00（24.54）

（ ）内は、平成 22 年度徴収率　単位：％


